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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】肝切除後胸水は頻度の高い術後合併症の一つで、胸水貯留により様々な呼吸器症状を呈する。背景肝疾
患を有する肝細胞癌症例においては肝硬変における肝性胸水の理論により術後胸水が発生する傾向があると考え



















論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
  肝切除後胸水は頻度の高い術後合併症の一つで、大部分は自然軽快するが、難治性に陥り様々な呼吸器症状を
呈することがある。背景肝疾患を有する肝細胞癌症例においては肝硬変における肝性胸水の機序により術後胸水
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